
本授業では，以下の検証を行うものである。
協同的な「学び合い」のなかで「思考スキル」を活用し，読みの視点をもって文学作品を読み深

めたり，他の作品へと読み広げたりすることは，ものの見方や考え方を豊かにし，読書の楽しさを
味わわせる手立てとして有効であったか。 

１ 単  元   すぐれた表現に着目して，物語のみりょくを伝え合おう「大造じいさんとガン」 

２ 目  標 

  リテラチャー・サークルを通して，友達と関わり合いながら読みを深めたり，物語の優れた叙述

に着目して自分の考えをまとめたりしながら，物語の魅力を伝えることができるようにする。 
３ 単元の評価規準 

 ○ 椋鳩十作品を進んで読もうとしている。           【国語への関心・意欲・態度】 

 ○ 登場人物の相互関係に基付いた行動や会話，情景などの描写を捉え，優れた叙述について自分

の考えをまとめている。                           【読む能力】 

○ 友達と関わり合いながら読み，自分の考えを広げたり深めたりしている。    【読む能力】 

 ○ 語感，言葉の使い方に対する感覚などについて関心をもっている。【言語についての知識・理解・技能】 

４ 単元について 

 単元の価値 
本単元は，鹿児島ゆかりの動物児童文学作家，椋鳩十氏の代表作「大造じいさんとガン」を中

核教材として扱う。椋鳩十作品は，鹿児島を舞台とした優れた動物児童文学が多く，子どもにと

って親しみやすい作品である。特に，教材「大造じいさんとガン」は，ガンの頭領「残雪」と狩

人「大造じいさん」との間に繰り広げられる生存のための厳しい闘争を通じて，美しいもの，感

動すべきものに素直に心を動かしている大造じいさんの人間味あふれる姿が，生き生きと描かれ

ている。場面の転換や物語の山場の部分などに細かい描写が見られ，秋の空や日の光を中心とし

た自然描写，さらに，戦う残雪の行動描写が巧みに用いられており，情景描写から登場人物の相

互関係や心情を捉え，自分なりの考えをまとめることができるようになっている。 
本単元では，より多くの椋鳩十氏の優れた叙述などを読み味わわせ，読書の楽しさやシリーズ

を読み味わう楽しさなどを経験させるために，並行読書やリテラチャー・サークルなどの読書活

動を通して，子どもの主体的な読書活動につなげていきたい。導入では，「大造じいさんとガン」

だけでなく，教師が推薦する作品を読ませたり，作品の「紹介カード」を見せたりすることで，

並行読書への意欲付けを図るとともに，活動へのイメージをもたせたい。展開では，優れた叙述

や友達と関わり合いながら自分の考えを深めたり，まとめたりすることができるようにするため

に，リテラチャー・サークルによる読む活動を行わせたい。リテラチャー・サークルでは，目的

に応じて様々な話題を設定し，作品を読ませていく。その際，どのような叙述を根拠にしている

かを明確にするために，「見える図（クラゲチャート）」を活用しながら読み進めさせたい。終末

では，学んだことを生かして複数の椋鳩十作品を読み，お気に入りの物語の魅力を作品「紹介カ

ード」にまとめることで，関連付けたり評価したりする「思考スキル」を高めていきたい。また，

個人の読みを深めさせたり，友達と文学について語り合うことの楽しさを味わわせたりして，今

後の読書生活をより主体的に取り組ませるようにしたい。 
ここでの学習は，３学期単元「特色をとらえながら読み，物語をめぐって話し合おう」，教材「わ

らぐつの中の神様」での，「構成」「人物像」「表現」に表れる物語の特色を捉える学習につながっ

ていく。 
 子どもの実態と指導 
本学級の子どもは，これまで，登場人物の行動や会話を中心に想像を広げながら物語を読んだ

り，場面の移り変わりや登場人物の心情の変化を，叙述を基に想像して読んだりする経験してき

た。また，登場人物同士の関わりを捉え，自分と比べて感想をまとめる経験もしてきた。一方で，

登場人物の相互関係や心情の変化が，情景などに投影・暗示的に表現されているような文章を読

んだ経験は少ない。そこで本単元では，これまでの学習経験を生かすとともに，特に情景描写に

着目して優れた叙述を根拠としながら，作品の魅力を伝え合うことができるようにしたい。その
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　一番印象に残る「情景」をえがいた表現は，「晴れた朝」
や「らんまんとさいた」の部分です。この表現は，「いつまで
も，いつまでも」とつながっていて，大造じいさんの晴れ晴
れとした気持ちや満足感がはっきりと伝わってきます。
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